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今
年
も
暖
冬
で
、
雪
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、
い
つ
の
間
に
か
春
が
や
っ
て

き
た
と
い
う
こ
の
頃
－
－

遠
賀
川
で
は
、
土
、
日
曜
日
の
昼
と

も
な
れ
ば
、
春
の
陽
ざ
Ｌ
に
誘
わ
れ
て

家
族
づ
れ
が
つ
く
し
や
せ
り
つ
み
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
反
対
側
で
は
、

ち
ょ
っ
と
肌
寒
い
の
を
よ
そ
に
、
釣
好

き
な
人
た
ち
が
、
雄
大
な
河
口
堰
や
大

橋
（
5
7
年
3
月
開
通
予
定
）
を
背
に
、

釣
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
釣
情
報
に
よ

り
ま
す
と
、
河
口
堰
付
近
で
カ
レ
イ
、

ボ
ラ
、
こ
の
し
ろ
が
、
ま
た
、
中
間
市

境
で
鯉
が
釣
れ
る
と
か
…
．
…
あ
な
た
も

毎
日
の
忙
し
さ
を
忘
れ
て
ハ
釣
で
一
時

を
ゆ
っ
く
り
過
し
て
み
て
は
／

（
注
意
）
堤
防
道
路
を
横
断
さ
れ
る

際
に
は
、
革
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。確

定
申
告
は
3

月

1

5

日

ま

で

住
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
の
期
限
は
3
月
1
5
日
ま
で

で
す
。
ま
だ
申
告
が
す
ん
で
い
な

い
か
た
は
、
必
ず
申
告
し
て
下
さ

い
。

国民年金の特例納付は6月30日までで’す
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大惨事をまねく

（昨年水巻駅横で〕

鉄道妨害防止運動3月17日～4月5日

止
場
所
は
レ
ー
ル
前
か
ら
3
雛

。
左
右
の
安
全
確
認

。
警
報
機
が
碑
実
に
鳴
り
や
ん
で
か
ら

渡
る

ヱ
父
通
量
の
多
い
踏
切
で
は
、
一
事
長

余
裕
が
出
来
て
渡
る

Ｃ
、
踏
切
内
で
は
ロ
ー
ギ
ヤ
の
み
で
渡
る

。
せ
ま
い
踏
切
で
無
理
な
横
断
は
し
な

ヽし
。
贅
報
機
の
な
い
踏
切
及
び
見
通
し
の

恋
い
個
所
は
極
力
さ
け
る

も
し
動
け
な
く
な
っ
た
ら

＠
自
動
車
を
出
す
よ
り
、
ま
ず
列
車
を

と
め
る
手
配
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う

。
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
の
無
い
所
で
は
、

ま
ず
自
動
車
に
備
え
つ
け
の
発
炎
筒

に
火
を
つ
け
て
、
見
通
し
の
良
い
方

に
立
て
、
反
対
側
に
は
赤
旗
等
を
持

っ
て
走
り
列
車
を
止
め
る
手
配
を
し

ま
し
ょ
，
つ

（ご協力を）

二

輪

車

の

点
燈
〓
運
動

最
近
、
特
に
子
供
の
暴
行
、
殺
人
、

放
火
、
先
記
の
置
石
な
ど
、
余
り
に
も

異
常
な
事
件
が
相
次
い
で
行
っ
て
い
ま

どこ
れ
等
の
問
題
は
、
全
部
は
個
人
の

力
で
す
ぐ
に
は
解
決
で
き
る
こ
と
で
は

す
。
し
か
し
、
ど
の
事
　
ヱ

先
月
末
、
大
阪
府

枚
方
市
で
線
路
に
置

冊冊Ⅲ

石
を
し
た
た
め
、
電

車
が
脱
線
転
覆
し
、
民
家
に
暴
走
、
五

十
人
も
の
貢
軽
傷
者
を
だ
し
た
こ
と
は

皆
さ
ん
の
ご
記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

こ
の
間
石
は
、
そ
の
後
市
内
の
中
学

二
年
生
の
男
子
に
よ
る
も
の
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
今
度

は
、
横
浜
市
内
の
小
学
三
年
の
男
子
が

好
奇
心
を
も
っ
て
筒
石
を
し
て
い
ま
す

し
、
こ
れ
は
、
発
見
が
早
く
大
惨
事
は

ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
　
ヶ
子
供
の
衝
動
的
な
行

為
″
な
ど
で
、
門
司
鉄
道
局
管
内
で
も

鉄
道
事
故
が
昨
年
一
年
間
に
五
百
二
十

八
件
発
生
し
、
四
十
二
名
も
の
尊
い
人

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
事
故
は
、
大
惨
事
に
つ
な
が
り

ま
す
。
国
鉄
だ
け
で
防
止
運
動
を
し
て

も
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
。
地
域
・
家
庭

で
、
次
の
こ
と
な
ど
を
考
え
て
、
防
止

運
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

鉄道妨害の種別と発生件数

事 故 の 種 別 件　 数 比　 率

踏　 切　 事　 故 143 件 27％

線 路へ の置石 な ど 101 19

非常ボタンのイタズラ 95 18

廟「路 へ　 の　立 入 86 16

綾　 織　 支　 障 40 8

投　　　　　　 物 27 5

そ　　　 の　　　 他 36 7

合　　　　 計 528 件 100％

件
も
直
接
の
原
因
は
さ

さ
い
な
こ
と
か
ら
端
を

発
し
、
そ
れ
が
子
供
の

衝
動
的
な
行
為
に
よ
っ

て
殺
人
な
ど
大
き
な
事

件
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か

こ
の
背
景
は
い
ろ
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か

し
、
我
々
大
人
が
、
今

後
解
決
し
て
い
か
な
い

限
り
、
こ
の
よ
う
な
い

た
ま
し
い
事
件
は
、
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
の
で
き
る

範
囲
か
ら
意
識
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
ま
す
。

踏
切
通
過
時
の
基
本

。
踏
切
の
手
前
で
必
ず
一
時
停
止
。
停

ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
き
く
分
け

る
と
次
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

①
現
代
の
社
会
を
見
て
育
つ
子
供
に
と

っ
て
余
り
に
も
偏
見
を
生
み
だ
す
こ

と
が
多
い
～
社
会
の
ゆ
が
み

㊥
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
衝
動

的
な
行
動
が
平
然
と
身
に
つ
い
て
い

る
⑨
学
歴
主
義
に
よ
る
今
の
学
力
競
争
へ

の
抵
抗

④
家
庭
で
の
子
供
に
対
す
る
無
理
解
な

踏
切
安
全
通
行
講
習
会

鉄
道
公
安
室
で
は
、
模
型
を
使
用
し

た
人
形
劇
、
手
品
、
映
画
に
よ
る
「
子

供
の
た
め
の
安
全
教
室
」
を
随
時
無
料

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
。

連
絡
先
　
小
倉
第
一
鉄
道
公
安
室

（

食

5

2

1

・

0

4

5

0

）

二
輪
車
の
事
故
が
毎
年
ふ
え
る
な
か

で
、
熊
本
県
が
二
輪
車
の
昼
間
点
燈
運

動
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
死
者
、

発
生
件
数
と
も
に
か
な
り
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
点
燈
に
よ
り
、
対
向
す
る

運
転
者
、
歩
行
者
な
ど
に
二
輪
車
の
位

置
を
早
く
確
認
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

大
型
車
の
左
折
時
、
歩
行
者
の
と
び
だ

し
、
山
間
部
の
カ
し
フ
等
の
事
故
が
防

げ
た
た
め
で
す
。

そ
こ
で
、
福
岡
県
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
3
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日
ま
で
を
運

動
期
間
と
し
て
、
点
燈
運
動
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
（
道
交
法
に
規
定
な
し
）

点
燈
基
準

原
則
と
し
て
、
二
輪
車
は
全
車
点
燈

す
る
も
の
と
い
た
し
ま
す
が
、
バ
ッ
テ

リ
ー
の
過
放
電
に
伴
う
各
種
障
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
場
所
、
場
合

を
基
準
と
い
た
し
ま
す
。

㊥
場
所
交
通
量
が
多
い
、
見
通
し
が
悪
い
、

交
差
点
、
幅
員
の
狭
い
道
路
な
ど

㊥
場
合
前
車
に
追
従
す
る
、
追
越
し
、
追
抜

き
な
ど

㊥
二
百
五
十
∝
を
超
え
る
二
輪
車
は
下

向
き
に
点
燈
す
る

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

差別をな尽そう　－太一太の力で　　　水中用：水田
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入
　
居
者

町
で
は
、
昭
和
5
5
年
度

空
家
町
営
住
宅
及
び
昭
和

5
4
年
度
建
設
新
築
町
営
住

宅
入
居
希
望
者
の
募
集
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
（

別
表
Ⅲ
）

希
望
者
は
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
′
ｔ

の
　
募
集

④
別
表
Ｉ
に
か
か
げ
る
基
準
の
収
入
で

ｌ
あ
る
こ
と
。
な
お
、
障
害
者
、
寡
婦

老
人
（
ｍ
歳
以
上
）
、
老
年
（
6
5
歳

以
上
）
の
扶
養
控
除
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
住
宅
管
理
係
へ

＠
入
居
者
の
決
定
　
町
長
が
入
居
者
の

資
格
な
ど
を
調
査
し
、
住
宅
困
窮
度

顔

に
応
じ
、
公
開
抽
選
で
入
居
者
を
決
　
を
決
め
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

定
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
郵
送
に
上
る
申
込
み
は
受
付

申
込
み
は
、
一
世
帯
で
一
戸
し
か
で
　
け
ま
せ
ん
。

き
ま
せ
ん
。
ど
の
種
類
に
申
込
む
か

、、　　　′－）、「

（

㊥
申
込
受
付
期
間

3

月

1

3

日

～

3

月

2

1

日

。
甲
込
用
紙
の
交
付

役
場
住
民
課
（
3
月
1
0
日
か
ら
）

㊥
申
込
先
役
場
住
宅
管
理
係

㊥
申
込
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
水
巻
町
内
に
住

所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
こ
と

㊤
す
で
に
同
居
し
、
ま
た
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て

い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と

㊥
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と

単位：円（年収（）内は月収）（別表工）’

種
別
収入基準 扶養家族

1人
ケ
2 人

ク
3 人

ケ
4 人

〃
5 人

第
55，蠍）円 1，571，999 1 ，985 ，99 2 ，舶1，9 2，815，99 3 ，2（札

をこえ

95．（伽円

（130，999）（165，499）（2（柏，166）（2勤，666）（266 ，666）

1 1 ｌ ｌ ｌ 1

種 2，257，9 2．671，99 3 ．075， 3，437，5 3，8吼

以下 （188，166）（222，666）（256，250）（286，458）（316，666）

第
2
55 ，的0円 1．571，9 1，985，9 2，401，999 2 ，815＿，99 3，2（泊，0

種 以下 （130．999）（165，499） （2脚．166）（234，666）（266，666）

申込
みの
種別

団地名

建　 設

年　 度
種別 構　 造 聞　 取　 り 家　 賃

入居見
込み戸

数

入　 居

予定月

1 吉　 田 4 6年
1

2
中　 耐 6 ，6 Ｄ Ｋ 8，500円

7 戸 ・

55年 4月

空

家
鯉　 口

1
5 3年

種
寺尾
合
五階建 6 ，6 ，6 Ｋ ｌ

15，0㈱円

1
5時 3月

2

吉　 田

44年 2 簡　 耐 6 ，3 ，4．5Ｋ 6，的0円
ｌ 7 戸

55年 4 月
1

空

家

1
49年

種 五階建 4．5，4．5，4．5Ｋ 7，5㈲円 56年 3月

3

空

家

28年 1 木 造平 6 ，3 ，4．5Ｋ 5，3㈹円
7 戸

55年 4 月
ｌ

下　 二

垣　 添

噴　 末

1
41年

種 簡 耐平 6 ，6 Ｄ Ｋ 1
6．3㈱円

56月3 月

30年 ．2 木 造平 6 ，4．5Ｋ 4，7的円
ｌ 5 戸

55年 4 月
ｌ

猪　 熊
1
4 1年

種 簡 耐平 6 ，4．5Ｄ Ｋ 5，700円 56年 3 月

4

新

築

野　 間

い わぜ

54年
2

種

筒　 耐

二階建

6 ，6 ，6 Ｋ 18，脇）円 1 2戸 55年4 月

窓

　

口

　

学

　

習

戸
籍
な
ど
は
郵
便
請
求
で
き
ま
す

本
籍
地
の
市
町
村
役
所
に
便
せ

ん
に
次
の
事
項
明
記
の
上
請
求
し

て
下
さ
い
。

。
本
籍
地
地
番
・
筆
頭
者

・
全
員
の
も
の
か
、
本
人
だ
け
の

も
の
か
（
一
部
の
場
合
は
名
前

を
）

。
何
通
必
要
か

。
請
求
者
と
必
要
な
人
と
の
続
柄

。
請
求
理
由
と
提
出
先

。
請
求
者
の
住
所
、
氏
名
、
印

一
通
、
戸
籍
は
二
百
円
、
除
籍

は
三
百
円
、
現
金
の
か
わ
り
に
現

金
小
為
替
（
郵
便
局
で
）
、
切
手

を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

上
請
求
く
だ
さ
い
。

四
月
か
ら
保
険
料
が
上
り
ま
す

3

3

0

0

円

1

3

7

7

0

円

国
民
年
金
は
年
を
と
っ
た

と
き
、
思
い
が
け
な
い
事
故

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
と

き
な
ど
、
社
会
全
体
の
し
く

み
の
中
で
お
互
い
に
助
け
合

っ
て
そ
の
生
活
を
保
障
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
将
来
の
生
活
の

生
活
を
守
る
国
民
年
金
は
皆
さ
ん
の
納

め
ら
れ
た
保
険
料
と
、
国
庫
負
担
（
2

対
1
の
割
合
）
、
そ
れ
に
積
立
金
の
運

用
利
子
を
財
源
に
し
て
必
要
な
給
付
費

を
賄
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

な
ぜ
上
る
保
険
料

国
民
年
金
の
年
金
額
は
毎
年
の
よ
う

に
改
善
さ
れ
、
昨
年
も
▼7
月
か
ら
〓
％

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
実
施
に
よ
っ
て
、

例
え
ば
1
0
年
年
金
で
2
9
万
6
9
0
0

円
、
2
5
年
納
付
の
人
で
年
4
7
万
7
0

0
0
円
、
4
0
年
納
付
で
は
、
7
5
万
3

2
0
0
円
と
年
金
額
の
引
上
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
に
、
来
年
（
5
6
年
）
に
予
定
さ
れ

て
い
た
財
政
再
計
算
を
一
年
早
め
て
今

年
実
施
し
、
年
金
額
も
引
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
年
金
額
の
充
実
が
図
ら

れ
る
一
方
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
の
伸

び
と
と
も
に
受
給
年
金
者
は
増
え
、
そ

の
年
金
受
給
期
間
は
長
く
な
る
と
い
う

こ
と
か
ら
年
金
給
付
費
は
急
増
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
4
月
よ
り
保

険
料
が
3
7
7
0
円
に
引
上
げ
ら
れ
る

わ
け
で
す
が
、
あ
な
た
の
老
後
を
守
る

国
民
年
金
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
、

こ
シ
し
た
相
応
の
保
険
料
負
担
に
つ
い

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た

教
育
委
員
会
で
は
、
読
書
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
幼
時
教
育
、
小
学
低

学
年
を
対
象
と
し
た
本
を
6
0
冊
及
び
、

日
本
の
詩
集
全
2
0
巻
を
購
入
い
た
し
ま

し
た
。貸
出
し
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
教
育
委
員
会
ま
で
。

剣
友
会
会
員
募
集

申
込
み
は
直
接
練
習
会
場
に

。
剣
道
同
好
会

け
い
こ
日
　
毎
過
水
、
金
曜
日

1
9
時
～
2
1
時

場
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー
（
役
場
横
）

。
居
合
道
同
好
会
（
夢
想
神
伝
流
）

け
い
こ
日
　
毎
過
火
曜
日

1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

場
　
所
　
水
中
体
育
館

今元気を出』で手を慧なぎ　みんな楽』拍世の中こ　　猪熊小　等　田村義邦Ａ権原語
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三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、

百
日
咳
、
破
傷
風
）
予
防
接
種

▼
対
象
児

㊥
第
一
期
の
接
種
（
3
回
接
種
）
－
滞

2
歳
～
4
歳
ま
で
の
幼
児
で
初
め
て

受
け
る
子
供
で
す
。
2
遇
～
8
過
の

間
隔
で
3
回
受
け
な
け
れ
ば
第
一
期

は
完
了
し
ま
せ
ん
。
日
程
表
を
み
て

忘
れ
な
い
よ
う
に

㊥
第
二
期
の
接
種
（
1
回
接
種
）
－
第

一
期
の
3
回
接
種
完
了
後
、
1
年
～

1
年
6
か
月
経
過
し
て
1
回
だ
け
追

加
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。
日
程
表

の
都
合
の
よ
い
日
で
結
構
で
す
。

▼
実
施
月
日

。
1
回
目
　
4
月
1
日
・
2
日

。
2
回
目
　
4
月
2
2
日
・
2
3
日

。
3
回
日
　
6
月
5
日
・
6
日

。
追
加
日
　
6
月
2
7
日

時
間
は
い
づ
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
注
意
事
項

①
当
日
の
朝
必
ず
体
温
を
計
る
こ
と
。

㊥
前
日
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
係

窓
口
に
と
り
に
く
る
こ
と
。

⑧
問
診
票
は
捺
印
す
る
こ
と
（
捺
印
の

な
い
場
合
は
受
付
け
ま
せ
ん
）

▼
次
の
幼
児
は
受
付
け
ま
せ
ん

①
熱
が
あ
る
㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

③
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し

た
こ
と
が
あ
る

④
慢
性
疾
患
（
腎
臓
・
肝
臓
・
喘
息
）

に
か
か
っ
て
い
る

⑤
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な

ど
に
か
か
っ
て
1
か
月
以
上
た
っ

て
な
い
。
心
配
な
点
は
主
治
医
に

相
談
下
さ
い

子
　
宮
　
癌
　
検
　
診

▼
対
象
　
3
0
歳
以
上
の
女
性

▼
日
時
　
3
月
2
6
日

9
時
～
1
0
時
3
0
分

▼
場
所
町
民
会
館

▼
料
金
（
諸
相
綴
目
1
1
5
0
。
0
。
醐

▼
受
付
け

3
月
1
1
日
か
ら
役
場
保
健
年
金
課
窓

口
に
料
金
を
添
え
て
申
込
み
下
さ
い

（
先
着
百
名
ま
で
）

乳

　

癌

　

検

　

診

▼
対
象
　
女
性
の
み

▼
日
時
　
3
月
1
9
日

1
3
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分

▼
場
所
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
（
頃
末

役
場
横
）

▼
診
察
医
　
遠
賀
病
院
医
師

▼
料
金
　
無
料

▼
受
付
け

3
月
1
1
日
よ
り
役
場
保
健
年
金
課
窓

口
に
申
込
ん
で
下
さ
い
（
先
着
5
0
名

ま
で
）
町
建
設
工
事指
名
頗
受
付

昭
和
5
5
年
度
水
巻
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
ｒ
測
量
、
管
工
事
、
地
質
調
査

業
務
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
希
望
さ

れ
る
か
た
を
次
の
要
領
で
受
付
け
ま
す

▼
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
1
5
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
は
財

政
係
で
配
布
し
ま
す
。

優
良
運
転
者
の
推
せ
ん

次
の
各
項
に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、

優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
資

格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
3
月
1
5
日
ま
で

に
折
尾
交
通
安
全
協
会
、
役
員
・
清
上

記
林
さ
ん
（
頃
末
・
曾
2
0
1
・
1
4

6
4
）
ま
で
申
出
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
を
所
持
し
、
運
転
に
5
年

以
上
従
事
し
て
い
る
者
ノ

㊥
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
が
な
く

保
険
証
　
の

、

▲

－

．

．

1

1

1

1

1

1

　

－

　

－

　

1

1

1

1

1

　

－

　

－

　

1

1

1

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

切
替

、

、

、

、

－

1

－

1

1

1

1

1

－

1

－

1

1

1

1

1

1

．

1

1

こ

．

．

1

1

1

1

1

－

　

－

1

1

1

1

1

1

’

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

で
、
日
時
厳
守
の
上
手
鏡
下
さ
い
。
－

行
政
処
分
を
反
け
た
こ
と
な
い
者

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
溝
上
さ
ん

ま
で
日
中
友
好
パ
ン
ダ

観
覧
の
申
込
み

福
岡
市
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
中

国
広
州
市
か
ら
日
中
友
好
の
か
け
は
し

と
し
て
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ン
ダ
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

っ
き
ま
し
て
は
、
観
覧
期
間
中
大
変

な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の

要
韻
で
入
園
申
込
み
を
い
た
し
ま
す

▼
観
覧
期
間
　
4
月
1
日
～
5
月
末
日

（
毎
週
月
曜
日
は
休
園
、
た
だ
し
、

5
月
5
月
は
開
園
、
翌
6
日
は
休
園
）

▼
申
込
予
約
が
必
要
な
日

①
個
人
…
日
・
祭
日
と
4
月
ｌ
Ｒ
～
5

日
、
5
月
2
7
日
～
5
月
3
1
日

㊥
団
体
（
3
0
人
以
上
）
…
全
期
間

▼
受
付
期
間

3
月
1
日
～
5
月
1
7
日
ま
で
（
希
望

日
の
2
週
間
前
ま
で
必
着
の
こ
と
）

▼
申
込
方
法

官
製
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
で
必
ず
、
一

家
族
、
一
団
体
毎
に
申
込
み
を

▼
申
込
先
　
福
岡
中
央
郵
便
局
留
置

，

く

ノ

ー

ノ

ー

‘

、

ｒ

1

7

1

1

－

1

ノ

ー

ー

ノ

ー

ー

ノ

′

．

・

／

1

　

1

福
岡
市
役
所
「
パ
ン
ダ
受
付
係
」
行

′
～
は
赤
字

記
載
要
領
は
次
の
と
お
り
。
な
お
当

日
は
マ
イ
カ
ー
は
遠
慮
下
さ
い
。

8

日

日

月
月
月
人

人
人
人
人

随1＊
入園希望日
舞ユ希望
第2　ｅ

第3　0
入園者敷
内訳：大　　人
高校　生

′トヰ学生
幼　　児

（∋団体名及び責任者名
田】体名－．－1■任書名
（勤所在地及びｔ枯書号
所在地　　　　　　ｎ

③来匪希望時間（午前又は年接）

レくス来蘭の場合）、＿　＿　＿＿＿時
④パス合歓＿＿パス会社名－

水
巻
短
歌
会
会
員
募
集

短
歌
会
で
は
、
第
2
・
4
火
曜
日
、

午
前
1
0
時
か
ら
町
民
会
館
で
例
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
随
時
受
付

け
て
い
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
ま
で

〔
水
巻
町
職
員
異
動
〕

3
月
1
日
付
（
　
）
は
前
課

。
住
民
課
、
田
中
猛
（
保
健
年
金
課
）

。
保
健
年
金
課
、
藤
本
孝
則
（
開
発
課
）

あ
な
た
が
今
持
っ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
（
藤
色
）
は
、
今
年
の
三
月
末

日
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

っ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
新
し

い
保
険
証
（
薄
紫
）
皇
父
付
し
ま
す
の

－

　

－

、

、

、

、

、

－

・

－

、

、

、

、

、

－

1

－

　

－

1

1

1

1

1

．

▼

ｌ

ｔ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

、

1

1

1

－

1

、

1

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

Ｉ

．

▼
目
時
　
3
月
お
目
、
2
9
日
、
3
1
日

9
時
～
1
6
時
（
た
だ
し
、
2
9

日
の
土
曜
は
1
2
時
ま
で
）

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館
（
水
道
諌
横
）

▼
持
参
品
　
印
鑑
と
保
険
証

先
記
　
持
参
晶
が
な
い
場
合
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

ｔ　人

・あなたの宛名

住　　所

氏　　名

・入園希望日

第1希望　　　月　　　日

第2　〃　　　月　　　日

第3ノ〃　　　月　　日

・入園者数　　　人

内訳：大　　人　　　人

高校生　　　人

′卜中学生　　　人
幼　　児　　　人

Ｉ
Ｌ

日　曜在宅医
3月16日　渡辺医院　外　科　頃　末　曾201・2616

3月23日　楠本医院　円・児科　大鰐橋　奮093・24・0385

3月30日　前原医院　内・児科　樋　口　曾201・0553

4月以降は「休日急病センター」になりますので次回号に掲

載します。

診療時間は9時から17時。原則として往診は致しません。

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

笥

水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
　
2
0
1
確
漣
息

ロ
印
　
刷

冷

牟

田

印

刷

合

資

会

あなたの役場です　電話（20ユ）4321番


